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全国大会出場決定！

　
。　
五
月
二
十
五
日
、
梅
雨
も
間
近
の
蒸
し
暑
い
日
に
、
島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都

(

旧
京
都
府
立
体
育
館)

に
て
「
第
37
回　

京
都
府
民
総
合
体
育
大
会 

少
林
寺
拳
法
京
都
府
大
会　

種
目
別
競
技
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

大
会
は
十
一
月
に
行
わ
れ
る
「
二
〇
一
四
年 

少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
ｉ
ｎ
埼
玉
」

に
繋
が
る
大
会
で
も
あ
っ
た
た
め
、
皆
い
つ
も
以
上
に
練
習
に
打
ち
込
み
、
気
合

い
を
入
れ
て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。以
下
、全
国
大
会
出
場
者
で
す
。

　

今
大
会
で
は
出
場
者
全
員
が
入
賞
す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
大
会
成
績
を
残

し
、
京
都
府
に
同
志
社
の
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
今
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
弁
論
の
部
」
に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

優
良
賞
の
全
て
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
我
が
部
は
「
運
用
法
の
部
」「
団

体
演
武
の
部
」「
組
演
武
の
部
」「
弁
論
の
部
」
の
全
て
の
部
門
に
お
い
て
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
た
め
、
京
都
府
代
表
と
し
て
「
二
〇
一
四
年 

少
林
寺
拳
法
全
国

大
会in

埼
玉
」
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
全
国
大
会
出
場
を
逃
し
た
部
員
も
い
ま
し
た
が
、
七
月
に
行
わ
れ
た

第
五
二
回 

関
西
学
生
大
会
に
て
、
団
体
演
武
の
部
の
関
西
学
連
枠
を
獲
得
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
京
都
府
大
会
で
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
今
後
さ
ら
に
練

習
を
重
ね
全
国
大
会
で
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
十
一
月
に
行
わ
れ
る
全

国
大
会
は
、
普
段
お
会
い
す
る
機
会
が
少
な
い
関
東
在
住
の
先
輩
方
と
も
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
大
会
で
す
の
で
、
大
会
に
て
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

7月 12日 ( 土 ) に行われたOB総会にて、
新たにOB・OG会役員になられた方の
承認が行われました。

<新しくOB・OG会に就任された方々 >
副会長　鈴木 誠　　第 18代 (1982 年卒 )
副会長　三谷 千秋　第 24代 (1988 年卒 )
部長　　川崎 友巳　第 29代 (1993 年卒 )
会計　　多田 早織　第 48代 (2012 年卒 )

( 第 37 回　京都府民総合体育大会 少林寺拳法京都府大会　種目別競技大会　団体演武の部 )

（
弁
論
の
部　

最
優
秀
賞　

森
井 

愛
美
子
）

次
世
代
へ
受
け
継
が
れ
る
同
志
社
魂
いざ、全国の頂点へ

OB・OG会新役員について
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鈴木 誠さん　第十八代　( 一九八二年卒 )
三谷 千秋さん　第二四代　( 一九八八年卒 )
伊達 理恵子さん　第三五代　( 一九九九年卒 )
中江 健さん　第三八代　( 二〇〇二年卒 )

現役新幹部代表挨拶

本年度も OB・OG 現役合同練習会を、10 月 11 日 ( 土 ) 午
後から、真誠館道場にて開催致します。卒業以来少林寺拳法
から遠ざかっているという方、今も現役でご活躍されている
という方、現役部員の様子が気になるという方も是非お越し
下さい。現役と共に汗を流し、日頃の修練を見ていただけれ
ばと思います。そして、練習会の後は懇親会があり、二次会
も用意しております。是非最後までご参加していただき、現
役との交流を深め、また懐かしい仲間とも語り合い、楽しい
一時をお過ごしいただければと考えています。懇親会からの
ご参加も可能ですので、一人でも多くの方にお越しいただけ
ることを、心よりお待ち申し上げます。
出欠のご連絡やお問い合わせ等につきましては
渉外長　野田 万紀子までお願い致します。
ＰＣメールアドレス　 d.shorinji.obog@gmail.com

OB・OG現役合同練習会のお知らせ

こ
の
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
ま
し
た
。
御
協
力
、
御
尽
力
下
さ
い
ま
し

た
、Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
会
の
役
員
の
皆
様
、Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の

方
々
、
監
督
・
コ
ー
チ
の
方
々
、
誠
に
あ
り
が
と

う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
Ｏ

Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
方
々
と
現
役
部
員
と
の
更
な
る
交
流

を
深
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
外
部
に
我
が
部
の
具

体
的
な
活
動
内
容
を
積
極
的
に
発
信
し
、
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
我
が
部
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を
数
多
く

発
信
し
、
円
滑
な
情
報
共
有
と
し
て
の
機
能
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
０
１
４
年
度　
Ｈ
Ｐ
管
理
人　
東
谷 

拓
郎

この度、第 52 代主将となりました奥西と
申します。52 代幹部を代表し、ご挨拶さ
せていただきます。私は、この部が『一人
一人が限界まで努力することの出来る場
所』であることが魅力の一つと考えています。人は一人では出来る
ことは限られていますが、ともに同じ時間を過ごし、信頼しあえる
仲間とそれぞれが切磋琢磨しあうことで、より高いレベルのことを
成し遂げ、過去の自分よりも強い自分へと成長してゆくことが出来
ます。そのように「変わろう」と願う人達が同じ方向を向いてそれ
ぞれの限界に挑み続けられる場所がこの部であり、代々受け継がれ
てきた我が部の伝統です。私達は今後、この伝統を途切らすことな
く、益々の発展を図り、次の世代へと伝えていきたいと考えていま
す。そのために必要なのは自分達幹部が背中を見せることです。常
に変革と成長を求める姿を後輩に見せられる、そんな強い幹部とな
れればと私は考えております。最後になりましたが、OB・OGの先
輩方、監督・コーチの方々、平素よりご支援頂き、誠にありがとう
ございます。 まだまだ未熟者ですが、今後も何卒お力添えの程宜し
くお願い致します。

第 52代  主将　 奥西 喜一    ( 法学部法律学科 )
  副将    宮下 直也    ( 政策学部政策学科 )

主務    東谷 拓郎    ( 法学部法律学科 )
会計    上村 直矢    ( 法学部法律学科 )
管財    藤木 彩乃    ( 法学部政治学科 )
統制長 田村 美樹    ( 同志社女子大学 )
渉外長 野田 万紀子 ( スポーツ健康科学部 )

初
の
試
み
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！

七
月
十
二
日
土
曜
日
、
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る

就
職
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
行
っ
て
下
さ
っ
た
の
は
鈴

木 

誠
さ
ん
　
第
十
八
代
　(

一
九
八
二
年
卒)

・
三
谷 

千
秋
さ
ん
　
第
二
四
代
　(

一

九
八
八
年
卒)
・
伊
達 

理
恵
子
さ
ん
　
第
三
五
代
　(

一
九
九
九
年
卒)

・
中
江 

健
さ

ん
　
第
三
八
代
　(
二
〇
〇
二
年
卒)

　
以
上
の
４
名
で
す
。
お
忙
し
い
中
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
役
に
と
っ
て
今
回
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
で
は
一
般
の
就

職
セ
ミ
ナ
ー
で
は
聞
け
な
い
よ
う
な
「
生
の
声
」
を
多
く
聞
く
事
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
故
先
輩
方
が
そ
の
業

界
を
選
択
さ
れ
、
就
職
さ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
大
学
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

ど
の
先
輩
方
も
「
部
活
動
で
の
経
験
が
、
今
の
仕
事
に
活
き
て
い
る
」「
部
活
動
で

の
四
年
間
が
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
役
立
っ
た
」
と
仰
っ
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象

「部活動での経験が
　　　　今の仕事に活きている」

に
残
り
ま
し
た
。
部
活
動

と
は
社
会
の
縮
図
で
あ

り
、
一
人
で
は
行
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。「
半
ば

は
自
己
の
幸
せ
を
、
半
ば

は
他
人
の
幸
せ
を
」
と
い

う
少
林
寺
拳
法
の
教
え
に

も
あ
る
よ
う
に
、
自
分
だ

け
で
な
く
他
人
の
こ
と
も

思
い
や
り
共
に
成
長
で
き

る
こ
と
が
部
活
動
の
良
い

と
こ
ろ
で
あ
る
と
再
認
識

し
ま
し
た
。
今
回
行
わ
れ

た
就
職
セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う

に
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
行
事

が
増
え
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
現

役
の
交
流
が
よ
り
深
ま
れ

ば
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｈ
Ｐ
改
訂
に
関
し
て




